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Ⅰ 研究主題 

分かる喜びを実感し、自ら学ぶ意欲を高める中学校数学科の授業づくり 

～「スモールステップ」と「振り返り」を取り入れた指導過程の工夫を通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由  

子供たちが、加速度的に変化する予測困難な知識基盤社会を生きていくためには、直面する様々な

変化を柔軟に受け止め、主体的に学び続けていくことが求められる。中央教育審議会答申（平成 28

年 12 月）では、生涯にわたって能動的に学び続けるようにするための授業改善の視点の１つが「主

体的な学び」であると述べている。また、数学科においては、生徒に求められる資質・能力を育成し

ていくためには、数学的に問題解決する過程が重要であり、その過程を振り返り、評価・改善するこ

とができるようにすること、自立的に、時に協働的に行い、問題解決の過程に主体的に取り組めるよ

うにすることが求められている。 

本県の子供の現状としては、平成 27、28 年度の全国学力・学習状況調査において、数学Ａ、Ｂと

もに平均正答率が全国平均を下回る結果であった。このことから、今後も自ら進んで学習に取り組む

意欲を向上させ、基礎的・基本的な学習内容の確実な定着、学んだ知識や技能を活用するための思考

力・判断力・表現力の育成を図る授業を推進していくことは、本県における教育課題の１つと言える。 

私自身のこれまでの授業実践を振り返ると、指導内容を教えることに重きを置き、生徒が学習に対

して受け身となる授業実践が多く、生徒が自ら進んで知識や技能を習得し、問題解決に取り組もうと

するような授業を継続して実践できていなかった。その原因として、１単位時間の授業あるいは単元

を通して、生徒に何を教えるのかという目標が曖昧だったため、生徒は学習を通して何が分かり、何

ができるようになったのかという実感がなく、自分の問題として考えられていなかったのではないか

と考える。また、６月に実施した数学に対する意識調査（第２学年生徒 82 名）では、「数学は好きで

すか。」「数学は得意ですか。」の回答の判断理由の大半は、「分かるか、分からないか」「できるか、

できないか」であり、生徒にとって「分かる」「できる」ことが、数学に対する意識に大きく影響を

及ぼしていることがうかがえる。 

これらのことから、数学の授業において、生徒に求められる資質・能力を育成していくためには、

生徒が学習を通して何が分かり、何ができるようになったのかを実感させるとともに、学習の価値を

見い出し、問題解決に向けて、粘り強く学習に取り組もうとする意欲を高めていくことが大切である。

具体的な手立てとして、授業において、生徒に学ばせるべきことを明確にし、生徒自身が学習を通し

て何を学んだかを把握できるように学習を振り返る場面を設ける必要がある。また、問題解決に向け、

既習内容の有用性を実感したり、自力、時には協働によって、生徒自身が解決したと実感したりでき

るように段階的に学習を進めていく「スモールステップ」を取り入れた指導過程の工夫も必要である。 

そこで本研究では、まず、分かる喜びと自ら学ぶ意欲、そして、「スモールステップ」と「振り返

り」の考え方について整理する。次に、これらの考え方のもとに、分かる喜びをより多く実感させ、

自ら学ぶ意欲を高めていくために、「スモールステップ」と「振り返り」を取り入れた指導過程の効

果的な在り方について研究を進める。そして、「スモールステップ」と「振り返り」を指導過程に取

り入れた授業を実践していくことで、生徒は分かる喜びを実感し、自ら学ぶ意欲を高め、粘り強く問

題解決を図っていく態度を身に付けることができると考え、本主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究目標 

  分かる喜びを実感させ、自ら学ぶ意欲を高めるための「スモールステップ」と「振り返り」を指導

過程に取り入れた中学校数学科の授業の在り方について究明する。 
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Ⅳ 研究仮説 

中学校数学科の授業において、「スモールステップ」と「振り返り」を取り入れた指導過程の工夫

を行えば、生徒は、問題解決を通して分かる喜びを実感し、粘り強く問題解決を図る態度を身に付け

ることができるであろう。 

 

Ⅴ 研究の進め方 

 １ 研究内容 

  ⑴ 研究についての基本的な考え方 

  ⑵ 「スモールステップ」を取り入れた指導過程の工夫 

⑶ 「振り返り」を取り入れた指導過程の工夫 

  ⑷ 検証授業Ⅰ 中学校第２学年数学「一次関数」 

  ⑸ 検証授業Ⅱ 中学校第２学年数学「図形の調べ方」 

  

 ２ 研究計画 

月 研究内容 主な日程・内容 研究方法 

４ ○研究の方向性 
○研究主題・副題、研究仮説の設定 

○参考文献、先行研究等の収集 
○文献研究 

５ 
○研究の方向性 

○理論研究 

○参考文献、先行研究等の収集 

○理論の構築、研究概要の設定 
○文献研究 

６ 
○前期全体協議会に向けた準備 

○検証授業対象学級の実態調査 

○理論の構築、研究概要の設定 

○前期全体協議会の資料及びプレゼン

テーションの作成 

○文献研究 

○アンケート調査 

７ 
○前期全体協議会 

○単元指導計画の検討 

○前期全体協議会を受けての研究内容

の検討 

○単元「一次関数」指導計画の見直し 

○文献研究 

○授業実践 

８ ○検証授業Ⅰの構想 
○検証授業Ⅰ「一次関数」の学習指導

案の内容検討及び準備 
○文献研究 

９ 
○検証授業Ⅰの実施 

○検証授業Ⅱの構想 

○検証授業Ⅰ「一次関数」の実施と分

析 

○文献研究 

○授業実践と評価 

10 
○検証授業Ⅱの構想 

○検証授業対象学級の変容調査 

○検証授業Ⅱ「図形の調べ方」の学習

指導案の内容検討及び準備 

○生徒の変容についての分析 

○文献研究 

○アンケート調査 

11 
○検証授業Ⅱの実施 

○後期全体協議会に向けた準備 

○検証授業Ⅱ「図形の調べ方」の実施

と分析 

○生徒の変容についての分析 

○後期全体協議会の資料及びプレゼン

テーションの作成 

○授業実践と評価 

○アンケート調査 

○文献研究 

12 ○後期全体協議会 ○後期全体協議会のまとめ  

１ ○研究のまとめ ○研究報告書の作成  

２ ○研究のまとめ ○パネルの作成  

３ ○主題研究発表会 
○主題研究発表会の資料及びプレゼン

テーションの作成 
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Ⅵ 研究の構想 

【教育的課題】 

 

 

 

【研究主題】 

 

 

【研究目標】 

 

 

【研究仮説】 

 

 

 
 
 

【研究の実際】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す生徒像】 

 

 

分かる喜びを実感し、自ら学ぶ意欲を高める中学校数学科の授業づくり 
～「スモールステップ」と「振り返り」を取り入れた指導過程の工夫を通して～ 

中学校数学科の授業において、「スモールステップ」と「振り返り」を取り入れた指導過

程の工夫を行えば、生徒は問題解決を通して分かる喜びを実感し、粘り強く問題解決を図る

態度を身に付けることができるであろう。 

 
 

 分かる喜びを実感させ、自ら学ぶ意欲を高めるための「スモールステップ」と「振り返り」
を指導過程に取り入れた中学校数学科の授業の在り方について究明する。 

分かる喜びを知り、自己の理解状態に応じた方法を取りながら、 

粘り強く問題に取り組み、解決を図っていくことのできる生徒 

社会の要請 
学習指導要領 

生きる力 

第二次宮崎県教

育振興基本計画 
生徒の実態 

検証授業Ⅰ 第２学年「一次関数」 検証授業Ⅱ 第２学年「図形の調べ方」 

⑴ 分かる喜び  ⑵ 自ら学ぶ意欲  ⑶ 「スモールステップ」  ⑷ 「振り返り」 

分かる喜びを実感させ、自ら学ぶ意欲を高める中学校数学科の授業 

 

導入・展開段階における 

問題解決 

まとめ段階における 

学習のまとめ 

１単位時間の授業 

「スモールステップ」を取り入れた 
指導過程の工夫 

「振り返り」を取り入れた 
指導過程の工夫 

研究についての基本的な考え方 
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Ⅶ 研究の実際 

１ 研究についての基本的な考え方 

   ⑴  分かる喜び 

数学の学習に対して苦手意識のある生徒には、問題を解こうとしても、解決の見通しがもてな

かったり、自分の考えをうまく表現でなかったりして意欲を失ってしまうなど、様々な課題が考

えられる。数学のおもしろさや楽しさそのものに喜びを感じる生徒は多くはないが、分からなか

ったことが分かるようになることで喜びを感じる生徒は多い。また、新たな発見をしたり、多様

な考えに触れたりすることや、人に教えたり、自分の考えを評価されたりすることに喜びを感じ

る生徒も多い。                     【図１：分かる喜び】 

これらのことから、数学の授業においては、数

学を学習することの「おもしろさ・楽しさ」や、

人に教えたり自分の考えを評価されたりするこ

とで感じる「有能感」、分からなかったことが分

かったり、新たな発見や気付きによって自己の成

長を感じたりする「達成感・充実感」を生徒は問

題解決を通して感得できると考える【図１】。 

  そこで、本研究では、生徒が学習を通して得ら

れる「おもしろさ・楽しさ」、「有能感」、「達成感・

充実感」を「分かる喜び」と定義することとする。 

⑵ 自ら学ぶ意欲 

学習指導要領（平成 29 年３月）では、生徒に求められる資質・能力として主体的に学習に取

り組む態度を含めた「学びに向かう力、人間性等」が挙げられている。また、数学科においては、

「学びに向かう力、人間性等」として、粘り強く考え、数学を学習に生かそうとする態度や問題

解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度の育成が求められており、生徒の自ら学ぶ

意欲を高めることは必要不可欠なことといえる。 

櫻井茂男氏によると、人には、知的好奇心、有能さへの欲求、向社会的欲求という欲求があり、

授業、教師や親の指導、友達の対応などの情報（教育）の作用を受けて形成される「～をしたい」

という動機を自ら学ぶ意欲としている。また、人が動機の実現に向けて積極的に行う多様な行動

を、学習行動レベルとして、【表１】のように６つの例を挙げている。 

【表１：学習行動レベル】 

情報収集：興味・関心のあること（珍しいことや未知のこと）について情報を集める行動 

自発学習：自ら進んで学習に取り組んだり、計画を立てて学習をしたりする行動 

挑戦行動：やや難しい課題に挑戦する学習行動 

深い思考：問題の解決法を複数考えたり、よりよい解決法を考えたり、仮説や教えを実践的に

吟味したりする行動 

独立達成：できるだけ自分一人の力で問題を解決する行動 

協同学習：友達と協力して問題を解決する行動 

そこで、本研究では、櫻井氏の考えを基に、おもしろそう、もっと知りたいという知的好奇心

や、できるようになりたいという有能さへの欲求、人の役に立ちたいという向社会的欲求によっ

て形成される、問題を解決しようとする動機を「自ら学ぶ意欲」とする。また、自ら学ぶ意欲は、

【表１】のような積極的な学習行動によって実現されることから、問題解決の過程において、【表

１】の学習行動を取り入れることとする。こうした経験を通して、生徒は分かる喜びを実感し、

• おもしろい 

• 楽しい 

おもしろさ 

楽しさ 

• 私はできる 

• 人に認められた 
有能感 

• 分かった  ・ できた 

• よくやれた ・ なるほど 

達成感 

充実感 
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自ら学ぶ意欲を高めていく。また、新たな問題に対しても、様々な学習行動によって問題解決を

図っていくことができるようになると考える。この新たな問題に対して、様々な学習行動によっ

て問題解決を図ろうとする態度を本研究では、「粘り強く問題解決を図る態度」ととらえること

とする。 

※ ⑶ 「スモールステップ」 

 ア 「スモールステップ」の必要性       【グラフ１：みやざき学習状況調査の正答数分布】 

検証授業対象コースの生徒 19名のみやざき

学習状況調査の結果はＡ問題、Ｂ問題ともに

県平均正答数よりは高いものの、【グラフ１】

のように正答数にばらつきがあり、Ｂ問題に

ついては、正答数の少ない生徒が多くみられ

る。このことから、生徒の現状として、知識・

技能の習得が十分な生徒とそうでない生徒と

の差が大きく、学んだことを活用して思考・

判断・表現することをやや苦手としている生

徒が多いことがうかがえる。授業中の観察に

おいても、記述式の問題では、答えは分かっ

ていても、説明や理由欄が無記入の生徒が多

く見られる。 

これらの現状から、本コース生徒の学習指

導においては、問題や指導内容に含まれる学

習課題を明確にし、生徒の実態を踏まえて細

かく設定して知識や技能の確実な習得ととも

に、習得した知識や技能を活用させ、着実に学習内容の定着を図っていく必要がある。 

スキナー氏が提唱したプログラム学習の５原理の１つであるスモールステップは、「最初か

ら高い目標を掲げるのではなく、目標を細分化し、小さな目標を達成する体験を積み重ねなが

ら、最終目標に近づいていく」ことである。これを数学の授業にあてはめて考えるならば、問

題解決が最終目標であり、生徒は、問題に含まれている課題を１つ１つ解決していくというこ

とになる。そのことで、生徒は分かる喜びを実感しながら問題解決を図っていくことができる

と考える。 

 イ 「スモールステップ」となる指導内容と指導方法の工夫 

本研究における「スモールステップ」を、生徒が分かる喜びを実感しながら段階的に問題解

決を図っていくことのできる学習過程とし、生徒が「スモールステップ」で学習を進めていけ

るように指導内容と指導方法を工夫していくこととする。そのため、問題解決の過程を「必要

な知識・技能の確認」、「必要な知識・技能の習得」及び「習得した知識・技能の活用」、「習得

した知識・技能の習熟」の段階に分け、各段階で必要な指導内容と指導方法の工夫を行ってい

く。 

（ア）指導内容の工夫 

指導内容の工夫については、「問題の作成」、「既習内容の整理」、「問題の細分化」の３つ

を行う。 

県平均正答数 1.5 

県平均正答数 10.8 
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ａ 問題の作成 

数学の授業で扱う問題は、問題解決を通して生徒に何を学ばせ、何を身に付けさせたい

のかを明確にしたものでなければならない。また、問題は、問題解決に向けた学習行動を

促す重要な要因となる。問題が、生徒にとって簡単すぎると分かる喜びにはつながらず、

難しすぎると生徒の学習意欲を減退させてしまう。そのため、問題の作成においては、生

徒の反応やつまずきを予想し、生徒の興味・関心を高める問題や、生徒が見通しをもち、

様々な学習行動によって問題解決を図り、分かる喜びを実感できる問題であることが必要

と考える。 

本研究においては、生徒に数学科において身に付けさせたい力が明確にされている、教

科用図書と全国学力・学習状況調査を参考にして問題を考えていくこととする。特に、全

国学力・学習状況調査は、「調査問題自体が学校の教員や児童生徒に対して土台となる基

盤的な事項を具体的に示すものであり,教員による指導改善や，児童生徒の学習改善・学

習意欲の向上などに役立つとの視点が重要である」とされており、調査問題を授業で扱っ

ていくことは、学習指導の改善・充実を図る上で効果的と考える。 

そこで、【表２】のように、全国学力・学習状況調査問題を、教科用図書の内容と関連

付けて整理し、指導内容に応じて扱うようにする。 

     【表２：中学校第２学年数学「一次関数」と関連する全国学力・学習状況調査問題（一部）】 

単元名及び単元目標 
時
数 

本単元と関連のある 

全国学力・学習状況調査問題 

一
次
関
数
と
グ
ラ
フ 

１ 一次関数 

■ 水そうに水を入れるときの時間と水面の

高さの関係を調べることなどを通して一次

関数の意味を理解し、身のまわりの事象の

中から一次関数を見いだすことができる。 

２ 

○事象を式に表す 

H21Ａ11⑵、H24Ａ12 

H25Ａ12、H28Ａ11 

○ｙの値 

H25Ａ11⑴ 

２ 一次関数の値の変化 

■ 一次関数の値の変化を考察し、変化の割

合について理解することができる。 
２ 

○変化の割合 

H25Ａ11⑵、H26Ａ11⑴ 

H28Ａ10⑵、H29Ａ11⑵ 

○ｙの変域 H28Ａ10⑶ 

３ 一次関数のグラフ 

■ 一次関数のグラフの特徴を理解し、一次

関数のグラフをかくことができる。 
３ 

○表とグラフ 

H26Ａ11⑵、H28Ａ10⑴ 

○グラフから値を読み取る 

H20Ａ14⑴、H29Ａ12 

ｂ 既習内容の整理 

既習内容を整理して生徒に確認させることは、前時までの学習を通して何が分かり、何

ができるようになったかを再認識させるとともに、数学の指導内容のつながりを認識させ

ることになる。また、本時の問題解決に関連する既習内容を整理し、生徒に確認すること

は、生徒の段階的な問題解決にもつながることになる。既習内容の整理は、問題解決に向

けた「情報収集」、「独立達成」を促す要因である。 

そこで本研究において、既習内容の整理については、次の２つの視点から行う。 

 

 

 

○ 前時までに学習したことが定着しているかを確認する。 

○ 問題解決の過程において必要となる既習内容を確認する。 
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ｃ 問題（指導内容）の細分化               【図２：問題の細分化】 

    数学の授業で扱う問題には、問題に対して課題が１つの

問題もあれば、複数の課題を含む問題もある。複雑な問題

であればあるほど、問題解決が難しくなる。また、指導内

容についても、系統性や連続性によって複数の課題を含む

こととなるため、同様のことがいえる。そこで、【図２】

のように、複数の課題を含む問題について、１つ１つの課

題を明確にし、生徒の予想されるつまずきを踏まえた上で、

問題を細分化して提示するとともに、細分化された問題に

応じて指導方法を工夫することで、確実に問題解決を図らせることができると考える。そ

して、生徒は細分化された問題を解決していくことで、分かる喜びを実感するとともに、

確実に次の段階に進み、問題解決を図ることができると考える。問題の細分化は、問題解

決に向けた「情報収集」「自発学習」「挑戦行動」「深い思考」「独立達成」を促す要因とい

える。 

（イ）指導方法の工夫                                

指導方法の工夫については、どのように指導すれば、効果的に指導内容を身に付けさせる

ことができるかという視点が重要となる。問題解決の見通しをもたせるための教材提示や、

多様な考えに触れたり、教え合いをさせたりするためのグループ活動などの学習形態を工夫

することで、問題解決に向けた様々な学習行動を促す手立てとなる。また、プレゼンテーシ

ョンソフトを使うなど、ICT を使った指導方法を適宜工夫していくことで、生徒の興味・関

心を引き出したり、生徒に指導内容を分かりやすく説明したりすることができると考える。 

⑷ 「振り返り」 

学習の振り返りについて、中学校学習指導要領総則には「生徒が学習の見通しを立てたり学習

したことを振り返ったりする活動を計画的に取り入れるよう工夫すること」と示されている。ま

た、中央教育審議会の平成 22 年３月の報告では、児童生徒が行う自己評価や相互評価について、

「児童生徒が行う自己評価や相互評価は，児童生徒の学習活動であり，教師が行う評価活動では

ないが，児童生徒が自身のよい点や可能性について気付くことを通じ，主体的に学ぶ意欲を高め

ること等，学習の在り方を改善していくことに役立つことから，積極的に取り組んでいくことも

重要である。」と示している。平成 25 年度から平成 26 年度にかけて、お茶の水女子大学が実施

した「平成 25 年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の結果を活用した学力に影響を

与える要因分析に関する調査研究」と「平成 26 年度学力調査を活用した専門的な課題分析に関

する調査研究（効果的な指導方法に資する調査研究）」において、評価カードや小テストで授業

の振り返りをしたり、学んだことを自分の言葉で書いたりするなど、最後に学習したことを振り

返る授業スタイルを計画的に取り入れることが、「教育効果の高い学校」の授業に関する指導の

特徴として挙げられている。 

これらのことから、本研究の「振り返り」では、評価問題と、学習の振り返りにより、生徒が

授業を通して何が分かり、何が分からなかったのかを認識できるようにする。また、生徒の「振

り返り」に対して教師が適切なフィードバックを行うことは、生徒に学習の成果を実感させたり、

学習の課題を認識させたりすることにつながり、生徒に分かる喜びを実感させ、自ら学ぶ意欲を

高めることができると考える。 

⑸ 全体構想 

ここまで述べてきた本研究についての基本的な考え方についてまとめると、【図３】のように

なる。 
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【図３：分かる喜びを実感させ、自ら学ぶ意欲を高める授業づくりの全体構想】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どのように指導すれ

ば、効果的に指導内

容を身に付けさせる

ことができるか 

指導方法の工夫 

指導内容 

生徒に何を学ばせ、何を身に付けさせたいか 

問題の作成 

指導内容の明確化  

問題（指導内容） 

 

 

 課題 

既習内容の整理 

 

問題②  課題 

問題①  課題 

評価問題 

学習の振り返り 

分かる喜び 解決 

何が分かり、何ができるようになったか  分かる喜び 

「スモールステップ」 

  

問題の細分化 

予想される生徒のつまずき  

課題 課題 

授業の流れ 

問題解決 

問題解決 

「振り返り」 

分かる喜び 問題解決 

問題③  課題 

粘り強く問題解

決を図る態度 

 

自ら学ぶ意欲 

知的好奇心 有能さへの欲求 向社会的欲求 

問題を解決しようとする動機 

情報収集 自発学習 挑戦行動 深い思考 独立達成 協同学習 

粘り強く問題解決を図る態度 

 

分かる喜び 

おもしろさ 
楽しさ 

有能感 

達成感 
充実感 
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２ 「スモールステップ」を取り入れた指導過程の工夫 

  ⑴ 「スモールステップ」を取り入れた指導過程 

分かる喜びを実感しながら段階的に問題解決を図っていけるようにするために、問題解決の各

段階における「スモールステップ」の視点を位置付けた指導過程を【表３】のように作成した。 

【表３：「スモールステップ」を取り入れた指導過程】 

段階 主な学習活動 
「スモールステップ」の視点 

[ ]内は、粘り強く問題解決を図る態度との関連を示す 

導
入 

① 

必要な知

識・技能の確

認 

１ 前時までの学習内容

や本時の学習に関わる

既習内容を確認する。 

 

内
容 

○ 前時までの学習内容の確認 

[情報収集・独立達成] 

○ 本時の問題に関わる既習内容の確認 

[情報収集・独立達成] 

方
法 

○ 既習内容の定着と学習への興味・関心を高め

るための ICT の活用  [情報収集・独立達成] 

２ 提示された本時の問

題を考え、解決の見通し

をもつ。 

内
容 

○ 予想させる問題の提示[自発学習・挑戦行動] 

○ 既習内容の振り返り [情報収集・自発学習] 

方
法 

○ 生徒に疑問や気付きを与える発問・問題提示 

 [情報収集・自発学習] 

○ 思考の流れを整理する ICT の活用 

            [情報収集・自発学習] 

展
開 

② 

必要な知

識識・技能の

習得 

３ 課題の解決を通して、

問題解決を図る。 

内
容 

○ 細分化した問題（指導内容）の提示 

[挑戦行動・独立達成] 

○ 様々な考えから解決を図る問題の提示 

[挑戦行動・深い思考] 

○ 確認問題・練習問題の提示 

   [協同学習・独立達成]  

② 

習得した

知識・技能の

活用 

方
法 

○ 自力解決の場の設定      [独立達成] 

○ 問題解決の手がかりの提示 

[情報収集・独立達成] 

○ ペアやグループでの話合いの場の設定 

[深い思考・協同学習] 

○ 学習内容を確認・解説するための ICT の活用 

            [情報収集・自発学習] 

③ 

 習得した

知識・技能の 

習熟 

４ 本時の問題の類似問

題や発展問題に取り組

み、学習内容を確認す

る。 

内
容 

○ 類似問題・発展問題の提示 

[情報収集・挑戦行動・深い思考] 

方
法 

○ 自力解決の場の設定      [独立達成] 

○ ペアやグループでの教え合いの場の設定 

  [協同学習] 

⑵ 各段階における「スモールステップ」 

 ア 必要な知識・技能の確認段階（①） 

    ○ 前時までの学習内容や本時の学習に関わる既習内容を確認する。（ １ ） 

 確認する学習内容としては、前述の通り、「前時までに学習したことが定着しているかを
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確認する」「問題解決の過程において必要となる既習内容を確認する」の２つの視点から、

本時の学習内容に応じて、学習内容の確認を行う。 

 この場面では、生徒に学習内容を振り返らせるために、前時までの指導内容を整理して、

小テストを行ったり、前時の学習の振り返りに書かれていたことや評価問題で再確認が必要

と思ったことを全体にフィードバックしたりする。また、本時の問題解決の過程において必

要となる学習内容を確認することで、レディネスを高め、問題解決につなげさせる。生徒の

学習行動としては、ノートやワークシートを使って「情報収集」を行ったり、「独立達成」

したりする行動を促すことをねらいとする。 

指導方法の工夫としては、ICT を使ってフラッシュカード形式の出題をしたり、アニメー

ションなどを使った解説を行ったりする。 

    ○ 提示された本時の問題を考え、解決の見通しをもつ。（ ２ ） 

      この場面では、本時の問題を提示し、問題解決の見通しをもたせるために、生徒に予想さ

せる問題を取り入れる。また、本時の問題と比較させ、共通点や相違点に着目させるために

既習内容を振り返らせる。生徒の学習行動としては、問題解決に向けた「自発学習」や「挑

戦行動」、「情報収集」を促すことをねらいとする。 

指導方法の工夫としては、生徒に疑問や気付きを与える発問や問題の提示を行ったり、思

考の流れを整理させるために ICT を活用したりする。これらの工夫によって、分かる喜びを

実感させることができると考える。 

      以下は、問題解決の見通しをもたせるために、生徒に予想させる問題を提示し、ICT を使

って、思考の流れを整理させる指導の流れの例である。                                           

【図４：予想させる問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            【図５：ICT を使った思考の整理】 

 
 

イ 必要な知識・技能の習得及び習得した知識・技能の活用段 

階（②） 

    ○ 課題の解決を通して、問題解決を図る。（ ３ ） 

この段階では、知識・技能の習得及び活用を図るため、

指導内容の工夫としては、生徒のつまずきを予想して細分

化した問題や様々な考えから問題解決を図る問題などを

提示する。また、指導方法の工夫としては、問題の内容によって、個人で考えるための自力

解決の場や多様な考えから問題解決を図らせるためのペアやグループで話し合う場の設定

をしたり、問題解決の手がかりとなるキーワードやヒントを示したりするなどの工夫を行う。

学習行動としては、「情報収集」や「挑戦行動」、「深い思考」、「独立達成」、グループでの話

ⅰ 予想させる問題を提示する【図４】。 

「２直線の交点の座標を求めるためにはどうしたらよい

か。」 

ⅱ 生徒の考えを発表させる。 

「式を求めて、連立方程式として解く。」 

ⅲ 生徒の考えを基に、思考の流れを整理させる【図５】。 

「直線のグラフと方程式のグラフは一致する。」 

→「２直線の交点の座標と連立方程式の解は一致する。」 

ⅳ 改めて、自分の言葉で考えを整理させる。 

課題：「２直線の交点の座標を求めるためには、２直線の

式を求め、連立方程式として解き、解を求めればよい。」   
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合いにおいては、「協同学習」などの学習行動を促すことをねらいとする。 

   以下は、ICT を使って問題解決に必要な知識を確認し、確認した知識を使った問題に取り

組ませることで、確実な知識の習得を図る指導の例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６：ICT を使った解説】    【図７：習得した知識を使って予想させる問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 習得した知識・技能の習熟段階（③） 

○ 本時の問題の類似問題や発展問題に取り組み、学習内容を確認する。（ ４ ） 

この段階では、本時の学習内容の定着と理解の深化を図るために、類似問題や発展問題の

提示を行う。 

また、指導方法の工夫としては、問題の内容、あるいは生徒の理解状況によって、自力解

決の場を設定するだけでなく、ペアやグループでの教え合いの場を設定するなどの工夫を行

うことが、学習内容の習熟を図る上で有効と考える。学習行動としては、「情報収集」や「挑

戦行動」、「深い思考」、「独立達成」、学習形態によっては「協同学習」を促すことをねらい

とする。 

  【図８】は、学習内容と理解の深化を図る     【図８：習熟を図る問題】 

ための類似問題と発展問題の例である。 

 ⑴、⑵の類似問題で、本時の学習内容であ 

る「傾きと切片を使ったグラフのかき方」の 

定着を図り、⑶の発展問題では、本時の学習 

内容だけではグラフがかけないことに気付か 

せ、既習内容を踏まえてグラフをかくことで 

一次関数のグラフのかき方についての理解の 

深化が図れるようにしている。 

ⅰ 問題解決に必要な知識・技能の確認をする。 

一次関数のグラフを対応表を使ってかき、比例のグラフと比較することで、比例と一 

次関数のグラフの関係性について理解する。 

ⅱ 比例と一次関数のグラフの関係性について、ICT を使って解説する【図６】。 

  「比例と一次関数のグラフがどうして平行になるのか」など 

ⅲ 複数のグラフから正しいグラフを予想させ、選んだ理由を書かせる【図７】。 

  「変化の割合（傾き）が等しい直線は平行」、「切片の分だけｙ軸方向にずれる」など 

ⅳ 本時の問題：「比例のグラフを利用して一次関数のグラフをかく」に取り組む。 

類似問題 

発展問題 
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３ 「振り返り」を取り入れた指導過程の工夫 

生徒自身の理解状態を認識させ、生徒が学習の成果を実感したり、学習の課題を認識したりでき

るように評価問題と学習の振り返りをまとめの段階で設定する。 

評価問題は、本時のねらいとした数学的な知識や技能を習得したり、数学的な見方や考え方を身

に付けたりできたかをみる問題である。生徒にとっては、授業を通して何が分かり、何ができるよ

うにならなければならなかったかの判断基準となり、その結果によって自己の理解状態を認識した

り、分かる喜びを実感したりすることができると考える。 

学習の振り返りは、学習の成果の実感や学習の課題の認識につながると考える。そのため、学習

の振り返りについては、授業全体を振り返って行うことができるように自分の言葉で記述させるこ

ととする。また、生徒の振り返りについては、毎時間回収、点検し、学習内容の理解状況を把握し、

生徒へのフィードバックや指導改善に活用する。加えて、授業の基盤となる学習規律を生徒に身に

付けさせるため、学習規律に関する振り返りも同時に行うこととする。  

学習の振り返りの視点として、次の２点を設定する。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

具体的には、【図９】のよう

に授業で使用するワークシー

トに学習の振り返りの欄を設 

け、継続的に評価を積み上げ 

られるようにする。 

学習の振り返りの項目につ 

いては、前述の視点を踏まえ、  

【図 10】のように５つとする。 
   

【図 10：学習の振り返りの項目と視点】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ａ 学習内容の理解に関する振り返り 

学習や評価問題を通して「何が分かり、何ができるようになったか」、あるいは「どのよう

にして問題を解決するのか」、そして「何が分からず、何ができなかったか」という学習内容

に関する認知を促す。 

ｂ 学習規律に関する振り返り 

  学習規律は授業の基盤であり、生徒は、よりよい学習環境で授業を受けることで、能力や

個性を発揮し、学習効果を高めることができると考える。 

 

 
【図９：ワークシートの内容項目】 

１ 授業への取組状況(視点：ｂ) ２ 何が分かり、何ができるようになったか(視点：ａ) 

３ 疑問に思ったこと 

質問 

(視点:ａ) 

４ 授業への取組状況の点数(視点:ａ、ｂ) ５ 授業への取組状況の改善点(視点：ａ、ｂ) 

１枚目(表)          １枚目(裏)           ２枚目(表)         ２枚目(裏) 

月日・曜日 

本時の目標 

前時の 
学習内容の確認 

or 
本時に関わる 
既習内容の確認 

本時の 
学習内容 

学習の 
振り返り 

評価問題 

宿題 

本時の 
学習内容 
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４ 検証授業Ⅰ 中学校第２学年数学「一次関数」 

⑴ 授業の概要 

    検証授業Ⅰでは、問題の細分化によって、事象を数学的に解釈し、数学を活用して問題解決を

図ることができるようにするとともに、解決方法を的確に説明できるようにすることをねらった。   

【対象生徒】 中学校第２学年 習熟度別少人数コース 19 名（習熟が比較的高いコース） 

【単元名】  一次関数（19 時間） 

【指導内容】 一次関数の利用（本時 15／19） 

【本時の目標】 

○ 事象を一次関数とみなして、問題解決の方法を、数学的な言葉を使って説明することが

できる。                        【数学的な見方や考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導内容 

身の回りの具体的事象を一次関数とみなし、一次関数を利用することで、問題解決を図ることができる。 

問題の作成 

平成 25 年度全国学力・学習状況調査Ｂ問題３⑵ 

・ 水を熱する実験の結果から、時間と水温との関係を一次関数とみなして問題解決を図ら

せ、その解決方法を数学的に説明させる問題 

 

 課題①：式・表・グラフから一次関数の特徴を見

い出すことができる。 

課題②：水を熱する実験結果から、時間と水温の

関係を一次関数とみなすことができる。 

課題③：問題の解決方法を数学的に説明すること

ができる。 

既習内容の整理 問題の細分化 

学習の振り返り 

授業の流れ 

評価問題 

平成 25 年度全国学力・学習状況調査Ｂ問題３⑶改 

 ・ 一次関数における式・表・グラフの特徴を確認

させる。            【独立達成】 

・ 時間と水温の関係を一次関数とみなすことで問

題を解決できるという見通しをもたせる。           

【自発学習・情報収集】 

必要な知識・技能の

確認 

 ・ 式や表、グラフの特徴を根拠にすることで、数

量関係を一次関数とみなすことができるという

考え方を習得させる。  【深い思考・独立達成】 

・ 問題解決の方法を、数学的な表現を使って適切

に説明できるようにさせる。 

【情報収集・深い思考】 

  ・ 多様な考え方や表現にふれさせる。【協同学習】 

 

必要な知識・技能の

習得 

習得した知識・技能

の活用 

指導方法の工夫 

ICT を使ったフラッシュ
カード形式の問題提示 

生徒の気付きを促す教師
の問いかけ 

生徒の考えとその根拠を
記述させる問題提示 

ICT を使った誤答例、正
答の条件の提示 

グループによる話合い 

事象を一次関数とみなして、一次関数を利用することで、問題を解決することができたか。 
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 ⑵ 授業の考察 

ア 必要な知識・技能の確認段階（①）            【図 11：既習内容の確認問題】 

○ 本時の学習に関わる既習内容を確認する。（ １ ） 

ICT を使ったフラッシュカード形式の問題【図 11】で、 

一次関数の特徴を確認した。フラッシュカード形式にするこ 

とで、生徒は一問一問集中して取り組むなど、生徒の意欲を 

引き出し、既習内容に対して分かる喜びを実感させることが 

できた。また、問題解決に必要な一次関数の特徴を確認した 

ことで、レディネスを高め、問題にスムーズに取り組ませることができた。 

○ 提示された本時の問題を考え、解決の見通しをもつ。   【図 12：実験結果】 

（ ２ ） 

【図 12】は、生徒に提示した水を熱する実験結果で  

ある。この結果を基に、何分後に水温が８０度になる  

かを予想させた。この結果から答えの予想はできるも 

のの、その根拠として時間と水温の関係を一次関数と 

みなして考えることに言及する生徒はいなかった。そ 

こで、教師が生徒の意見を基に、表やグラフの特徴を 

突き詰めて考えていかせる問いかけを行った。生徒は、 

教師との問答を通して、表やグラフのもつ特徴から、数量関係を一次関数とみなして答えを 

予想したことに気付き、問題解決の見通しをもつことができた。 

イ 必要な知識・技能の習得及び習得した知識・技能の活用段階（②） 

○ 課題の解決を通して、問題解決を図る。（ ３ ） 

本時は、平成 25 年度の全国学力・学習状況調査問題を扱った。この問題は、複数の課題

を含む問題であり、数学的に解釈することと数学的に説明することに生徒がつまずくことが

予想される。そこで、【図 13】のように、一次関数とみなし数学的に解釈する問題と、解決

方法を数学的に説明する問題に細分化し、生徒に問題を提示した。 

【図 13：問題の細分化】 

前

段

階

で

、

一

次

関

数

を

み

な

す

こ

と

 前段階で、一次関数とみなすことで問題解決を図ることができるという見通しをもたせ、

⑴の問題に取り組ませたことで、多くの生徒が一次関数とみなせる理由を、表やグラフの特

徴を根拠に説明することができており、数学的に解釈を深めることができたと考える。⑵の

平成 25 年度 

全国学力・学習状況調査問題 B３⑵ 

太一さんは、水温が 80℃になるま

でにかかる時間を求めるために、調

べた結果のグラフにおいて、水を熱

した時間と水温の関係を表す点 A か

ら点 F までのすべての点が一直線上

にあると考えることにしました。 

このとき、水温が 80℃になるまで

にかかる時間を求める方法を説明し

なさい。ただし、実際に時間を求め

る必要はありません。 

⑴ 水田くんは、この問題を考えていく上で、調べた結

果をもとに、水を熱した時間分と水温℃の関係を

一次関数とみなして考えることにしました。 

水を熱した時間と水温の関係を一次関数とみなして

考えてもよいのだろうか。 
 

自分の考え 

［ 考えてよい ・考えることはできない ］ 

⑵ 水田くんは、水温が 80℃になるまでにかかる時間を

求めるために、調べた結果のグラフにおいて、水を熱

した時間と水温の関係を表す点 Aから点 Fまでのすべ

ての点が一直線上にあると考えることにしました。 

  このとき、水温が 80℃になるまでにかかる時間を求

める方法を説明しなさい。 

問
題
の
細
分
化 

数学的に解釈する 

数学的に説明する 

数学的な解釈 

数学的な説明 
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問題では、一次関数とみなすことができると確認したことで、一次関数を使って問題を解決

するという課題が明確になり、教師が提示した正答の条件などを参考にしたり、グループの

話合いで意見を出し合ったりしながら、数学的に説明しようとする姿が見られた。 

問題を細分化し、生徒に問題解決に向けた見通しをもたせたことで、分かる喜びを実感さ

せ、意欲的な取組につなげることができた。                     

ウ 「振り返り」 【図 14：検証授業Ⅰの評価問題】 

本時の評価問題【図 14】について、 

生徒の正答率は 74％で、計算間違い  

はしているものの、概ね正答を書く 

ことができている生徒を含めると、 

約 90％の生徒が解答できており、評 

価問題に取り組ませることで、ほと 

とんどの生徒に学習の成果を実感さ 

せることができた。 

ただし、本時の評価問題は、式だ  

けで答える問題となっていたため、 

授業内容に合わせて、表やグラフで 

も答えられるように工夫する必要が 

あったと考える。     

本時の学習の振り返り【図 15】に       

ついては、生徒は評価問題や学習の 

振り返りを通して、一次関数を利用 

して問題解決することができるとい 

う学習の成果から、分かる喜びを実 

感するとともに、自力でもできるよ 

うにならなければならないという自 

己の学習への取組について課題を認 

識することで、次の学習への意欲に 

つながっていることが分かる。また、 

生徒の振り返りに対して助言や説明、 

学習への取組状況についての称賛な 

ど、教師のコメントを返すことで、次時の学習への意欲付けも行うことができた。 

 

５ 検証授業Ⅱ 中学校第２学年数学「図形の調べ方」 

  ⑴ 授業の概要 

検証授業Ⅱでは、既習内容を生かした問題解決を通して、学習の有用性や数学のおもしろさ・

楽しさを感得させること、また、授業のねらいに即した評価問題に取り組ませることを通して、

学習内容と「振り返り」の一体化を図り、分かる喜びを実感させることをねらった。 

【単元名】 図形の調べ方（16 時間） 

【指導内容】多角形の角（本時６／16） 

【本時の目標】 

○ 三角形の内角の和の性質を使い、角形の内角の和を、を使った式で表すことができる。                        

【数学的な見方や考え方】 

○ 多角形の内角の和を求める式を使って、内角の和や正多角形の１つの角の大きさなどを求

めることができる。                         【数学的な技能】 

 

【図 15：本時の学習の振り返り】 
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⑵ 授業の考察                          【図 16：学習内容を確認するための小テスト】 

ア 必要な知識・技能の確認段階（①）            

○ 本時の学習に関わる既習内容を    

確認する。（ １ ） 

前時までの学習内容の定着を確   

認するために、小テストを行った 

【図 16】。学習で使用したワーク 

シートを見返すなど、既習内容を 

指導内容 

三角形の内角の性質を使って多角形の内角の和を演繹的に導き、多角形の内角の和を求めることができる。 

問題の作成 

・ 多角形の内角の和を求める式を演繹的に導かせる問題 

・ 多角形の内角の和を求める式を使って、内角の和や正多角形の１つの内角の大きさを求めさせる問題 

学習の振り返り 

授業の流れ 

・ 基本的な図形の性質の定着を確認するために小テスト

を行う。            【情報収集・独立達成】 

・ 小学校での学習を振り返らせることで、多角形の内角

の和が、三角形の内角の和を使って求められるという見

通しをもたせる。           【情報収集・自発学習】  

 

必要な知識・技能の

確認 

・ 考え方を複数提示し、自己選択させてから多角形の内角

の和を演繹的に求めさせる。         【独立達成】 

・ 生徒同士で求め方を確認させ、解決とともに、新たな解

法の視点をもたせる。     【深い思考・協同学習】 

・ 多角形の内角の和の求め方を習得させる。【独立達成】 

必要な知識・技能の

習得 

習得した知識・技能

の活用 

・ 練習問題に取り組ませ、学習内容の着実に習熟を図る

とともに、自分の考えを説明させる機会を設ける。 

【協同学習・挑戦行動・独立達成】 

 

習得した知識・技能 

の習熟 

指導方法の工夫 

ICT を使った解説 

考えを比較させ、生徒に

気付きを促す問題提示 

自力解決の場の設定 

グループによる話合い 

グループによる教え合い 

 

 
課題①：三角形の内角の和の性質など、図形の基本

的な性質を理解している。 

課題③：様々な考え方で、多角形の内角の和を、を

使って表すことができる。 

課題④：を使った式で、多角形の内角の和を求める

ことができる。 

既習内容の整理 指導内容の細分化 

課題②：四角形、五角形の内角の和を、三角形の内

角の和を使って求めることができる。 

※既習内容（小学校第５学年）の整理  

評価問題 

平成 24 年度全国学力・学習状況調査Ａ問題６⑵ 

多角形の内角の和を求める式を、を使って表し、その式を使って多角形の内角の和を求めることができたか。 
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基に試行錯誤して問題解決を図る生徒の姿が見られた。また、本時の学習で扱う三角形の内 

角の和の性質についての定着を確認することができた。 

○ 提示された本時の問題を考え、解決の見通しをもつ。（ ２ ） 

   本時の問題の課題をつかませるために、小学校でどのよ 

うに四角形、五角形の内角の和を求めたかを振り返らせた。 

【図 17】のように、対角線を使った求め方と合わせて、多 

角形の内部の点と頂点を結んだ線で三角形に分けても求め 

られることを説明した。２つの求め方を提示したことで「多 

角形を三角形に分けることで、内角の和を求めることがで 

きる」という見通しを明確にもたせることができた。 

イ 必要な知識・技能の習得及び習得した知識・技能の活用段 

 階（②） 

○ 課題の解決を通して、問題解決を図る。（ ３ ） 

【図 18】は、三角形の内角の

和を使い、様々な考え方で多角

形の内角の和を求めさせた際

の板書である。数学的な表現に

課題はあるものの、習得した知

識を様々な考え方で活用する

ことができていることが分か

る。また、生徒は、図形の性質

を、数量の関係としてとらえ、

一次関数を使って問題解決を

図ることができた。 

ウ 習得した知識・技能の習熟段階（③）                  

○ 本時の問題の類似問題や発展問題に取り組み、学習内容を確認する。（ ４ ）     

生徒がそれぞれの考え方で導き出した多角形の内角の和を求める式の意味と有用性につ

いて解説をした後、式を使って多角形の内角の和や正多角形の１つの内角の大きさを求める

問題に取り組ませ、習熟を図った。その際、個人差に配慮し、グループによる教え合いを取

り入れたことで、自力での解決を図りながら、分からないところを互いに尋ねたり、教えた

りしながら問題に取り組む生徒の姿が見られた。 

エ 「振り返り」 

【図 19】は本時の評価問題である。 

本時の指導内容に即した問題として   

１の平成 24 年全国学力・学習状況 

調査に出題された問題と、２の習得 

した知識・技能の習熟で扱った問題 

の類似問題を取り上げた。１の全国  

平均正答率 46.9％に対して、本コー 

スの生徒の正答率は 89％、２につい 

ては、それぞれ正答率 95％であり、 

【図 19：検証授業Ⅱの評価問題】 

【図 17：見通しをもたせる 

既習内容の確認】 

【図 18：本時の展開時の板書】 
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ほとんどの生徒に学習の成果を実感させることができた。 

本時の学習の振り返りについては、【図 20】のように、「多角形の内角の和の求め方が分かっ

た。」という振り返りが多く見られた。本時のねらいが、焦点化されていたことが学習の振り

返りからうかがえる。また、学習への取組についても評価の高い生徒が多く、授業後の感想に

は、「１つ１つの学習が分かりやすかった。」という感想も見られたことから、授業を通して分

かる喜びを実感させることができていたものと考える。 

【図 20：学習の振り返り】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅷ 研究の成果と今後の課題 

１ 生徒の変容について  

⑴ 生徒の意識調査の結果 

  【グラフ２】は６月と 10 月に実施した本コースの生徒（19 名）の数学に対する意識調査と追

加調査の結果である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グラフ２：数学に対する意識調査と追加調査の結果】 
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６月の回答に比べて、10 月の回答はいずれも、本研究の学習指導に対して生徒が概ね肯定的な

反応を示していることがうかがえる。特に、⑶の「授業中に、問題に対して最後まで粘り強く取

り組むことができる」については、６月と比較して肯定的な回答が大幅に増加しており、生徒の

粘り強く問題解決を図ろうとする生徒が増えたことがうかがえる。 

⑸からは、本研究の学習指導で、多くの生徒に「分かった」「できた」と感じる場面や時間を

設けることができたことが分かる。また、⑹からは、「分かった」「できた」という実感が自ら学

ぶ意欲につながっていることがうかがえる。 

⑵ 生徒の Web 単元テストの到達度調査 

単元終了後に本研究における学習指導を学力面から考察するために、Web 単元テストを実施し、

本コース（19 名）と県の平均正答率と無答率の調査を行った（県平均は、Ｈ29.11.21 時点での

数値を使用）。 

平均正答率については、【表４】のように、県の

平均正答率を約 15 ポイント上回っていた。設問に

よっては、県の平均正答率と比較して 30 ポイント

近く上回っているものも見られた。 

また、無答率については、【グラフ３】のように、

いずれの問題においても、県の無答率より低い結果となった。 

【グラフ３：Web 単元テストの無答率の比較】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑴ ⑵ ⑶ ⑷ ⑸ ⑹ ⑺ ⑻ ⑼ ⑽ 

本コース 0% 0% 0% 5.3% 0% 5.3% 5.3% 5.3% 0% 10.5%

県 1.0% 1.0% 2.0% 8.0% 9.0% 15.0% 25.0% 18.0% 17.0% 36.0%
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県の無答率 

本コースの 

無答率 

 平均正答率 

本コース(19 名) 71.1％ 

県 56.3％ 

 

【表４：Web単元テストの平均正答率の比較】 
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正答率については、県の平均正答率を上回っており、概ね良好な結果であったことから、本研

究における学習指導によって、生徒に分かる喜びを実感させるとともに、学習内容の理解が深ま

っていることがうかがえる。また、このことは、無答率の低さにも成果として表れており、生徒

の数学に対する意識調査の結果に見られた粘り強く問題解決を図ろうとする生徒が増えたこと

にもつながったと考える。 

 

２ 研究の成果と今後の課題 

  ○ 「スモールステップ」を取り入れた授業づくりを行ったことで、生徒に学ばせるべき課題を明

確にすることができ、一人一人の生徒に、問題解決を通して、分かる喜びを実感させることがで

きた。 

○ 「スモールステップ」を取り入れた指導過程を工夫することで、生徒の学習内容の理解が深ま

り、様々な方法で問題を解決しようとする姿勢が見られた。 

  ○ 授業の「振り返り」に取り組ませ、学習内容を確認させることで、学習の成果を実感させたり、

課題意識をもたせたりすることができた。また、生徒の学習の振り返りを基に、教師が個人や全

体に対してフィードバックすることで、その後の学習への意欲付けを行うことができた。 

  ● 「スモールステップ」における指導内容と指導方法の工夫については、今後も実践を通して検

証していく必要がある。 

● 生徒が分かる喜びを感じる場面や時間は様々である。学習の成果を問うだけでなく、生徒一人

一人の分かる喜びを確実に見取り、自ら学ぶ意欲を高めていくための評価の在り方について、さ

らに研究を深めていきたい。 

● 検証授業で扱った単元「一次関数」、「図形の調べ方」だけでなく、他学年、他単元についても

全国学力・学習状況調査問題と「スモールステップ」の視点を整理し、指導方法の改善を図りな

がら実践研究を進めていきたい。 
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